
1 

 

１０月定例教育委員会会議録 

公開案件  

開催日時 令和４年１０月１８日（火） 午前１０時から 

開催場所 奈良市役所 北棟６階 ６０２会議室 

出 席 者 

委

員 

北谷教育長、畑中委員、柳澤委員、梅田委員、川村委員 

【計５人出席】 

事

務

局 

沖本課長補佐、中垣主任、上羅 

理

事

者 

 

竹平教育部長、小澤子ども未来部長、垣見教育部次長、伊東教育部

次長、石原教育センター所長、五味原教育政策課長、松浦文化財課

長、牧野学校教育課長、新田教育支援・相談課長、圓山一条高等学

校事務長、保田子ども政策課長 

開催形態 公開（傍聴人 ０人） 

議  題 

１ 教育長報告 

（１）市立幼稚園の再編実施方針について非公開  

２ 議案 

議案第２６号 奈良市文化財保護審議会委員の委嘱について 

議案第２７号 奈良市教育支援委員会規則の一部改正について 

議案第２８号 奈良市立高等学校等における授業料等に関する条例の

一部改正について非公開  

３ 協議事項 

（１）ＩＣＴ教育の推進について 

決定取り纏

め事項 

１ 教育長報告 

（１）市立幼稚園の再編実施方針については、了承した。 

２ 議案 

議案第２６号 奈良市文化財保護審議会委員の委嘱については、可決し

た。 

議案第２７号 奈良市教育支援委員会規則の一部改正については、可決

した。 

議案第２８号 奈良市立高等学校等における授業料等に関する条例の
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一部改正については、可決した。 

３ 協議事項 

（１）ＩＣＴ教育の推進について 

担 当 課 教育委員会教育部 教育政策課 

議事の内容 

教 育 長  皆さん、おそろいでしょうか。 

 １０月定例教育委員会を始めさせていただきます。 

 本日出席しております理事者の子ども未来部長につきまして、１０月１

日付で異動がありましたのでご紹介をいたします。 

 

子ども未来部長  １０月から子ども未来部長を拝命いたしました小澤と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  よろしくお願いします。 

 それでは、事務局より資料の説明をお願いします。 

 

事 務 局  本日の資料は、既にお渡ししているとおりでございます。 

 以上です。 

 

教 育 長  本日の委員会は委員全員が出席しており、委員会は成立いたします。 

 ただいまから、１０月定例教育委員会を開会いたします。 

 本日の会議録署名委員は、私と柳澤委員でお願いいたします。 

 次に、会議録の確認を行います。 

 ９月定例教育委員会の会議録署名委員は、川村委員です。川村委員、い

かがでしょうか。 

 

川 村 委 員  結構です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 それでは、本日の案件に入ります。 

 本日の案件は、教育長報告１件、議案が３件、協議内容１件でございま

す。 

 なお、先月使用承認しました後援名義は２３件ございましたので、ご報

告をいたします。 

 本日の案件のうち、教育長報告（１）は公表前の情報に関する案件、議

案第２８号は議会の議決を経るべき案件であるため、非公開として審議す

べきであると思いますが、いかがいたしましょうか。 

 

各 委 員  異議なし。 
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教 育 長  異議なしと認めます。 

 よって、教育長報告（１）及び議案第２８号は、非公開とすることに決

定をいたしました。 

 それでは、公開の案件から始めます。 

 最初に、議案第２６号「奈良市文化財保護審議会委員の委嘱について」、

文化財課長より説明願います。 

 課長。 

 

文 化 財 課 長  文化財保護審議会委員の任期の満了に伴いまして、新たに令和４年１１

月１日から令和６年１０月３１日までの任期におきまして、審議会の委員

を委嘱しようとするものであります。 

 資料１ページはこのたび委嘱を行う審議会委員の名簿一覧です。全部で

１２名でございますが、１名を除き、再任とさせていただいております。

なお、この名簿で上から２番目の原口志津子先生は奈良大学教授の美術工

芸品を専門とされており、今回新たに審議委員として委嘱しようとするも

のでございます。 

 以上でございます。 

 

教 育 長  奈良市文化財保護審議会委員の委嘱について説明がありました。このこ

とについて、ご意見、ご質問、ございませんでしょうか。 

 それでは、ご意見がないようですので、議案第２６号「奈良市文化財保

護審議会委員の委嘱について」、採決いたします。 

 本案を原案どおり可決することに決しまして、ご異議ございませんでし

ょうか。 

 

各 委 員  異議なし。 

 

教 育 長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２６号は原案どおり可決することに決定をいたしまし

た。 

 次に、議案第２７号「奈良市教育支援委員会規則の一部改正について」、

教育支援・相談課長より説明願います。 

 

教育支援・相談課長  ５月定例教育委員会において、本委員会の組織について、教育関係者が

委員として関わっていることを明確にしたほうがよいのではないかとい

うご意見をいただいたことから、今回、他の自治体の状況等も踏まえ、再

度規則の見直しを行いました。 

 教育関係者が委員として関わっていただいていることを明確に表記す

ることに加え、本委員会での審議においては秘密性の高い個人情報を扱う

という観点から、委員、調査員の守秘義務に関する項目についても追加し、

今回、一部改正を行うものです。 
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 では、制定改廃の理由と概要についてご説明いたします。 

 資料の１ページをご覧ください。 

 制定改廃の理由につきましては、「教育支援委員会の組織について、整

理を行う」、「個人情報保護の観点から、委員及び調査員の守秘義務に関す

る規定を定める」、「その他、文言の修正を行う」の３点です。 

 制定改廃の概要につきましては、「教育支援委員会の組織についての規

定を変更する」、「委員及び調査員の守秘義務に関する規定を定める」、「文

言の修正を行う」の３点です。 

 続いて、具体的な改正点をご説明いたします。 

 資料の２ページ、３ページの新旧対照表をご覧ください。 

 第２条は、文言の修正です。現行の規則では「（以下これらを「障害児」

という。）」という表記がありますが、本規則にこの後、「障害児」の表記

が使われていないことから、この文言を削除いたします。 

 第３条は、組織の整理についてです。現行規則では、「（１）学識経験者、

（２）医師、（３）関係行政機関の職員」となっておりますが、新たに「（４）

関係教育機関の職員、（５）その他教育委員会が必要と認める者」を加え

ます。 

 第５条は、文言の修正です。現行の第１項と第２項を今回ひとつにまと

める表記といたしました。 

 第６条は、同じく文言の修正で、「会長」を「委員長」に修正いたしま

す。 

 第８条は、守秘義務についてで、今回新たに項目を付け加えております。 

 最後に、第１２条は、文言の修正です。他の条文と同様の表記となるよ

う、委任の見出しを加えました。 

 その他資料として、４ページに告示文、５ページから７ページには現行

の委員会規則を添付しております。 

 説明は以上となります。ご審議よろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 奈良市教育支援委員会規則の一部改正について、説明がありました。５

月の定例教育委員会会議の中でのご意見を踏まえ、１つは「関係行政機関

の職員」というところに教員も含まれるが、教育関係者という位置づけを

明記すべきではないのかというご意見を踏まえて、他市の状況も調査し、

改正するということ。それから、守秘義務厳守の項目を加え、その他文言

の修正を行ったということでございます。 

 このことについて、ご意見、ご質問等ございませんでしょうか。 

 柳澤委員、お願いします。 

 

柳 澤 委 員  現在、既に委員の方が就任されているわけですけれども、改めてこの規

則改正で、第３条のところを遡及して見直すという考え方はせずに、次回

の任命時から適用するということですか。 
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教育支援・相談課長  ５月の定例教育委員会会議で１８人の委員の方は現在の３項目の中に

全て当てはまるということで議決いただいておりますので、見直しの必要

はないと考えております。 

 

柳 澤 委 員  それで結構です。ありがとうございました。 

 

教 育 長  他にございませんでしょうか。 

 梅田委員、お願いします。 

 

梅 田 委 員  この改正については原案のとおりで進めていただければと思います。 

 今年度、第２条に示されているような事項について調査、審議を進める

上において、例年と違うような状況があれば、概要を教えていただけます

でしょうか。 

 

教育支援・相談課長  今年度に入りまして、４月に文部科学省から「特別支援学級及び通級に

おける指導の適切な運用について」という通知が出ておりまして、ここに

は今までなかった週の時間数が明記されることになりました。文言といた

しましては、「週の授業時間数の半数以上を特別支援学級で指導するもの

とする」ということでございます。 

 このことについては解釈等もいろいろあるわけですが、これまで奈良市

で進めてきたものを、さらにこの通知に沿うようにということで、校長会、

特別支援教育のコーディネーター研修等で周知をし、今年度進めている教

育相談に反映しているところでございます。 

 現在、教育支援委員会の審査に向けまして、必要書類等の確認をしてい

るところで、１１月、１２月に委員会審査を控えているような状況でござ

います。 

 

梅 田 委 員  ありがとうございました。 

 時間数等々の改定によって、審議対象となる子どもたちが多少変わって

くるのではないかと感じますが、例年であればもう少したくさんの子ども

たちが挙がっていたけれども、そうでない子どもたちは学校内での体制の

中に位置づけられて動いていく状況になっているということでしょうか。 

 

教育支援・相談課長  数字については正確に集計をしておりません。まだ途中ですが、感覚と

いたしましては、そんなに思っているほど減ってはいないというような状

況でございます。 

 おっしゃるように、例えば通級における指導や通常学級でどのような支

援をしていくかというところも併せて教育相談を進めておりますので、実

際の審査結果が出てきてからによりますが、特別支援学級に属さないお子

様への支援というものも一つ、我々の課題として考えているところです。 
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梅 田 委 員  ありがとうございます。 

 また明確な形での審議、そして、各学校への指導や子どもたちへのサポ

ートというところもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

教 育 長  他によろしいでしょうか。 

 今、梅田委員からありましたように、本市の傾向が分かりましたら、ま

た報告をお願いします。 

 今年度は、特別支援学級の週の時間数が明記されたことから、保護者に

は丁寧な説明と周知をして、ご理解をいただけるよう対応をお願いしま

す。 

 ご意見がないようですので、議案第２７号「奈良市教育支援委員会規則

の一部改正について」、採決をいたします。 

 本案を原案どおり可決することに決しまして、ご異議ございませんでし

ょうか。 

 

各 委 員  異議なし。 

 

教 育 長  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２７号は原案どおり可決することに決定をいたしまし

た。 

 それでは、協議事項に入りたいと思います。 

 今、１０時１５分過ぎですので、１１時過ぎを目途に、１時間程度ご協

議をいただけたらと思います。 

 今月のテーマは「ＩＣＴ教育の推進」です。過去にも２回協議いただい

ておりますが、今日はその３回目ということになります。 

 初めに、事務局の学校教育課長より、現状を含め、今日の協議テーマの

資料と併せて説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  

学校教育課長  本日ご協議いただく内容につきまして、資料に基づきご説明いたしま

す。 

 お手元には、資料１から１２までの資料をお渡ししております。 

 それでは、資料１をご覧ください。 

 昨年度、定例教育委員会の中でＩＣＴに関わる内容につきまして、２度

ご協議をいただいております。９月に「ＩＣＴを活用した本市の学びにつ

いて」、２月に「奈良市におけるＩＣＴ教育について」、ご協議をいただい

ております。主に教育データの活用や個別最適な学び、協働的な学びとい

った観点から委員の皆様からいただいたご意見を、それぞれ①から⑦のよ

うにまとめさせていただきました。 

 まず、①から③について、小・中学校の教員、管理職及び有識者からも

ご意見をいただきながら、「ＩＣＴを活用した本市の学び」を策定いたし
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ました。 

 また、④から⑦については、「奈良市学校ＤＸスタンダード」を策定す

るとともに、当課内にＩＣＴ教育推進係として新たな係を新設いたしまし

た。 

 続きまして資料２をご覧ください。 

 資料２では、ＧＩＧＡスクール構想についてまとめております。 

 ＧＩＧＡスクール構想は、１人１台端末を活用し、これまで積み上げて

きた教育実践とＩＣＴとのベストミックスを図ることで、主体的・対話的

で深い学びの視点から、教師や児童生徒の力を最大限に引き出すことを目

指すものでございます。 

 １人１台端末を活用することで、従来の一斉指導が双方向的なものに進

化したり、個別学習や協働学習を通しての学びの転換を行ったりすること

が可能となります。 

 コロナ禍により当初の計画が前倒しされ、本市においては令和２年９月

に１人１台端末の整備が完了しております。 

 続きまして、資料３をご覧ください。 

 この資料では、本市におけるＩＣＴに関わる環境整備の経緯についてお

示ししております。 

 本市では、以前より教員の１人１台端末の整備など、学習でのＩＣＴ活

用を進めてまいりました。本年度は、一番下にございますように、校務系・

教育系システムの更新を実施したり、県域でのＧＩＧＡスクール運営支援

センターの運用が開始されたりするなど、学校でのＩＣＴ活用を推進する

ための整備を進めているところでございます。 

 続きまして、資料４をご覧ください。 

 先ほど申し上げました「ＩＣＴを活用した本市の学び」より、子どもた

ちにつけたい力に関わる部分を抜粋して記載させていただきました。 

 子どもたちにつけたい力を、情報活用能力、ＩＣＴ機器操作スキル、デ

ジタル・シティズンシップの３種類といたしまして、Ⅰ番からⅣ番のステ

ージで整理しております。 

 このステージは、年齢、学齢で区切るのではなく、各小・中学校や中学

校区の実情に応じ、ステージⅣの力を子どもたちが身につけることができ

るよう、各校での活用を推進しているところです。各校におきましては、

この資料を基にＩＣＴの活用に取り組んでおり、研究主題をＩＣＴの活用

として取組を進めている学校もあるという状況になってきております。 

 続きまして、資料５をご覧ください。 

 こちらでは、先ほど申し上げました「奈良市学校ＤＸスタンダード」を

記載しております。 

 学校におけるＤＸにつきまして、校務ＤＸ、教育ＤＸ、連携ＤＸという

３つのカテゴリーに分類し、お示ししているようなシステムやコンテンツ

を活用しながら取組を進めております。 

 続きまして、資料６をご覧ください。 
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 市立学校におけるＤＸの推進状況というところで、資料６は校務ＤＸに

ついて、現在の状況をまとめさせていただきました。 

 下の円グラフについてですが、１番は、校務のペーパーレス化について

示しております。市内全校において、校務でのペーパーレス化が進んでお

り、紙やインクといった消耗品費の削減や印刷時間の短縮により、これま

で以上に、先生方が教材研究や児童生徒の学習の様子を把握することが可

能になったという声を聞いております。 

 ２番につきましては、指導要録のデータ化に関するグラフです。県域で

統合型校務支援システムが導入されておりますので、要録のデータ化も全

校で完了しています。 

 ３番につきましては、職員会議の見直しに関するもので、あらかじめデ

ータで資料を共有し、意見を求めておくことで、職員会議の縮小や時間短

縮等の見直しを行っている学校が多くありました。 

 ４番につきましては、職員打合せの廃止・縮小に関するグラフです。こ

ちらも連絡をデジタル化することで、デジタル上、画面上で共有するとい

うような形で朝の打合せを廃止するなど、効率化を図っている状況になっ

ております。 

 ５番目につきましては校務の見直しに関するグラフで、これまで業務連

絡を紙での様式や付箋等で行っていたものをデジタル化して、共同で編集

するなどしながら、各校において効率化を進めております。 

 なお、以前より会議等の在り方について見直しを実施している学校もご

ざいまして、改めて見直しを実施していないと回答した学校もございまし

た。 

 続きまして、資料７をご覧ください。 

 連携ＤＸについての状況です。 

 保護者とのやり取りをするさくら連絡網の役割は非常に大きく、保護者

への配付文書のペーパーレス化や、欠席、検温の連絡など、学校と保護者

とのやり取りのデジタル化が進んでいる状況がうかがえます。 

 続きまして、資料８をご覧ください。 

 これは教育ＤＸの推進についてまとめさせていただきました。 

 本年６月に内閣府の会議におきまして、資質、能力重視のこれからの教

育の方向性について、打ち出しがございました。１人１台端末を活用する

ことにより、従来の教師による一斉授業から、子ども主体の個別最適な学

びや協働的な学びに向けて、取組の充実が図られようとしております。 

 本市におきましては、既に奈良市教育大綱及び奈良市教育振興基本計画

におきまして、子ども主体の授業の充実及び学校、家庭、地域の協働によ

る取組の推進が図られており、生涯にわたり学び続け、他者と協働して未

来を切り開く人間の育成を進めております。 

 本市で進めております取組につきまして具体的に申し上げますと、まず

１つ目が、ＩＣＴを活用した新たな学び方モデルの創出です。本市では、

ＡＩ型の学習ドリルであるＱｕｂｅｎａを導入した個別最適な学びを行
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っていたり、Ｇｏｏｇｌｅの諸機能、また、ロイロノートといったコンテ

ンツを活用した協働的な学びの充実に取り組んでおります。 

 ２つ目は、デジタルシティズンシップ教育の推進です。個別最適な学び

や協働的な学びの充実を図る上で、ＩＣＴの利活用は不可欠なものとなっ

ております。子どもたちが自立的にＩＣＴを活用できるよう、デジタルシ

ティズンシップ教育を推進しているところです。 

 ３つ目は、状況に応じた多様な学びの場の確保です。本市では、Ｇｏｏ

ｇｌｅのサービスを活用し、やむを得ず登校できない児童生徒に対しまし

て、授業のライブ配信を行ったり、放課後の学習保障を行ったりしており

ます。また、オンラインによる課題配信を行い、児童生徒の課題の進捗状

況をリアルタイムで確認し、これまで以上の支援を実施しております。 

 一方で、活用に関しましては、校種、学校、教員間で違いがあることか

ら、教員の活用スキル向上に向けた取組を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 続きまして、資料９をご覧ください。 

 先ほど申し上げましたＱｕｂｅｎａについて、具体的にどのような形で

取組を進めているのかをまとめさせていただいたものになります。 

 Ｑｕｂｅｎａは、小学校５年生から中学校３年生までに導入しているデ

ジタルドリルとなっております。教師が指定問題を配信すると、個々の子

どもの習熟度に応じ、指定問題に取り組む前に確認が必要な子どもには確

認パートの問題が出題され、また、設定された残り時間や学習結果に応じ

て、復習パートの問題が自動で出題されるという形で子どもたちは取組を

進めております。 

 例えば中学生であっても、小学校の単元の理解度が及んでいない、まだ

習熟できていないとＡＩが判断した場合は、その生徒が解ける問題まで遡

って出題し、確実な定着を図ることができます。最初に取り組む入り口の

問題が同じであったとしても、解き進めるにつれ、一人一人の習熟に応じ

た問題が出題されることになり、全ての児童生徒が個に応じた取組を進め

ることができるようになっております。 

 続きまして、教師用の管理画面を用いたものが下半分ということになり

ます。左にお示ししておりますのは、サンプルで２人の生徒の解いている

状況を示しておりますが、上の生徒につきましては、確認パートの中で、

１問目で間違いがあったということが分かります。また、下の生徒につき

ましては、確認パートが５問のうち、３問目、４問目、５問目で間違いが

あり、指定パートの１問目で間違いがあったということが先生の手元の端

末で、リアルタイムで分かるという状況になっております。 

 その右が児童生徒の解答履歴をまとめた表になります。こういったリア

ルタイムのデータや一覧となったデータを基に、先生方は個に応じた支援

がこれまで以上にしやすくなり、これまで机を見て回りながら子どもたち

の様子を見取っていたものが手元で分かり、効率化が図られるといった取

組を進めております。 
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 続きまして、資料１０をご覧ください。 

 これが日常的にＩＣＴを利活用している学校のある一日の生活例を示

したものになっております。本市で導入したシステムやコンテンツを、校

務、教育、連携といった中でうまく活用しながら、様々な場面で取組を進

めております。 

 このように日常的に１人１台端末を活用していく中で、様々なデータが

蓄積されております。また、Ｇｏｏｇｌｅのアカウントは小学校入学時に

発行し、公立中学校、公立高校に進学しても同じアカウントを引き継ぐこ

とになりますので、継続した取組が可能になり、このアカウントが継続さ

れている間はずっとそのドライブを活用することができるので、ポートフ

ォリオ的に学習状況を蓄積していくことができるようになっております。 

 続きまして、資料１１をご覧ください。 

 資料１１につきましては、教育データの活用について示しております。 

 教育データの活用の目的は、児童生徒の状況を教師の経験だけではな

く、データを通してより多面的に確認すること、また、きめ細かな支援を

行っていくこです。 

 ここでは、ＩＣＴの活用例と、その活用により蓄積されるデータを例示

いたしました。こういったデータを活用することで、児童生徒へのより細

かな個別のフォローや教師の日々の授業改善が可能になると考えており

ます。 

 現在、教育データの活用につきましては、事務局内でもプロジェクトチ

ームを立ち上げ、具体的に検討を進めているところでございます。 

 最後に、資料１２をご覧ください。 

 ここまでご説明申し上げておりました学校ＤＸに対しまして、今後、学

校、保護者、事務局の３つの視点で取組を進めてまいりたいというふうに

考えております。 

 学校に向けましては、引き続き各校の課題を改善するための動きと学校

間の取組を共有した上で、本市全体の取組を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 保護者に向けましては、家庭への負担軽減の視点から、ＤＸをさらに進

めてまいりたいと考えております。 

 最後に、こうしたＤＸの動きは、学校、保護者だけに求めるのではなく、

事務局内でも積極的に行ってまいりたいと考えております。 

 説明は以上となります。委員の皆様に、今後の方針につきまして、ご協

議いただきながらご意見を頂戴したいと考えております。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

教 育 長  今説明がありましたように、１人１台タブレット端末をはじめとしたＩ

ＣＴを活用した新しい教育については、ＧＩＧＡスクール構想より以前か

ら本市においても取り組んでおりましたが、特にコロナ禍で子どもたちの

学びを止めないということで一気に加速し、私が就任したこの３年で本当
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に大きく変わったと思っております。 

 ＩＣＴの日常化に続いて、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

が今後進んでいきます。ＩＣＴのさらなる活用を進めていく上で、今、事

務局が示しました方向性について、委員の皆様方からご意見をいただけれ

ばと思っております。 

 今日は協議をいただく中身を３つ、事前に教育委員の皆様方にはお願い

しております。 

 まず初めに、ＩＣＴの日常化について、どのようなお考えを持っておら

れ、どうしたらいいのかということも含めて、資料等についてもご指摘い

ただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 少し大きなテーマですので、自由にご意見をいただきたいというふうに

思います。 

 それでは、また順次お伺いすることでよろしいでしょうか。 

 それでは、川村委員からよろしくお願いします。 

 

川 村 委 員  保護者の視点での意見になりますが、やはり今回の協議の内容は準備不

足という感を拭えないなと思いながら資料を見させていただきました。 

 資料の中で、子どもたちにつけたい力という一覧表がありますが、それ

を見ながら思ったのは、子どもたちにつけたい力イコール、これは教員に

つけたい力なんだろうなと考えております。子どもたちにこういったもの

を求めるのであれば、先生方にもランクづけをされたようなものがあった

ら、学校現場でももっと取り組みやすくなると感じています。そういった

見える化が大事だと思いました。 

 また、指導力育成研修についてですが、これはやはり学校現場のニーズ

がそれぞれ違うと思うんです。先生方も全く違いますし、生徒数も違いま

す。例えば、既に率先しているリーダーがいて、まとめて学校全体でボト

ムアップできている学校もあれば、やはりまだまだトップの指示からなか

なか進まず停滞している現場もあろうかと思います。そういった現場のニ

ーズを捉えた上で、それぞれよい方向で研修の場を細かく考えていただき

たいなと思いました。 

 以上です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 それでは、柳澤委員、お願いいたします。 

 

柳 澤 委 員  全く同感で、資料が率直に言って難し過ぎるというか、ハイレベル過ぎ

る印象を受けました。 

 まず各先生方にＩＣＴ化のインセンティブがあるかどうか、モチベーシ

ョンが高まっているかどうか、これを絶好の好機としてＩＣＴに向けた取

組を積極的にやっていこうという気持ちがあるのか、がポイントで、その

結果としてそれぞれの学校の総力が決まると思います。 
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 そして、その次の話になるのですが、各小・中学校が今何を課題として

いるか、学校によっては、先生方の基礎的なスキルが足りないので、スキ

ル重視のことをやりたいというところもあれば、十分に慣れてこられた先

生方の中で、学内あるいは他校と連携して授業実践に積極的に活用したい

という学校もあると思います。 

 ですから、資料４を例にいうと、最低レベルここまでは全ての学校で必

ずやっていただく、そこから上のところはそれぞれの学校の特色、特性、

地域性等に応じて、それぞれの学校が自らの責任で選択してここまでいき

たいということを積極的に引き出せるような形があればいいなと考えま

した。 

 それから、このデジタルシティズンシップという専門用語がどう考えて

も子どもたちには難しいですよね。趣旨は理解できるんですけれども、教

師でさえ実践が難しい話なので、ここはもう少し噛み砕いてどの先生でも

受け入れやすいようにされたらいいのかなと思いました。 

 以上、課題について申し上げました。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 それでは、畑中委員、お願いいたします。 

 

畑 中 委 員  前回柳澤委員もおっしゃっていたんですけれども、ＩＣＴを活用してい

く上で大事なのは、実際学んでいる子どもたちの目線と、教える側の教員

の目線だと思うんです。 

 文科省からもＩＣＴを活用することで学びを最適化するとの言葉があ

りますが、これは教える側の視点であって、子どもにとっては学び方や学

びにかける時間ももちろん異なるので、それをいかにＩＣＴを使ってそう

いう環境をつくり出していくかが大事になってくると思います。 

 それから、資料４の情報活用能力の活用のステージというところがあり

ますけれども、子どもたちが自分自身で課題を見つけて取り組んだり、自

分に合った学び方を見つけていくことが、最終的には子ども目線の個別最

適な学びだと思います。 

 また、資料１０に児童生徒の活用例がありますが、実際に現場をよく見

て把握できていない部分もあるんですけれども、今の子どもたちは、本当

にデジタルネイティブいいますか、日頃から興味のあることや情報・知識

を取得する際に、ＩＣＴ機器を使うことは、日常になっていると思うんで

す。そんな中で、子どもたちがＩＣＴ機器を自由に使える空間や時間がも

っと学校の中にあれば、よりＩＣＴが身近なものになってくるんじゃない

かなと感じています。 

 個別最適で協働的な学びを深める上で、ＩＣＴの力は欠かせないので、

本当に子どもにとって最適な学びの環境を提供するには、ＩＣＴを手段と

して捉え、日常的に活用することを先生方にも考えていただきたい。 

 例えば授業の中でＱＲコードやＵＲＬを提示した場合に、リンク先の内
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容が子どもにとっては情報量が多過ぎたり言葉が難し過ぎて、１人では理

解が深められないこともあると思うので、そこには先生方のサポートが必

要になってくると思います。 

 また、画面から伝わってくる文字情報だけでなく、実際に子どもたちが

物を触ったり、写真を見たり、五感で体感していくということも大事なと

ころだと思いますので、そこをうまく織り交ぜて活用していくのがいいと

感じております。 

 以上です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 それでは、梅田委員、お願いいたします。 

 

梅 田 委 員  今、小学校、中学校にいる子どもたちが、デジタルを活用して生きてい

くということは、もう間違いのない話ですので、ＩＣＴの日常化について

は、デジタルとアナログをうまく使いながら、発達段階に応じた学習活動

をどう組み立てていくかしっかり考えることが必要だと思います。 

 そして、やはり一番大切なのは、教員の研修をしっかり行うことだと思

います。そのためには、やはり現状に応じて、例えば日常的に活用してい

ない教職員に対しての研修や、ＩＣＴを各校で推進していく立場の教職員

に対してステップアップを進めるための研修等、対象を明確にした形で実

施していく必要があります。 

 そういう研修に対して、教員に身につけてもらいたいスキルのチェック

リストを用意しながら、研修履歴をどのように残していくかというもう一

方の議論と併せながら、形に落とし込んでいくことが必要なのではないか

なと。個人でも自覚しながらチェックし、学校も定期的にチェックを行う

ことで、スキルとして身につけたものを実際の指導につないでいくことが

必要なのではないかなと思いました。 

 また、そういう研修の中身を教育委員会がいかに先生方一人一人に届

け、明確に感じ取ってもらえるかということも必要なのかなとも思いまし

た。例えばＩＣＴの教育推進係という立場や、個別訪問研修での立場、要

請訪問等、様々な形で学校に出かけていったときに、同じような熱量でし

っかり学校にその中身を届ける、または教員一人一人が今何を必要として

いるかを理解することからいろんなものが動いていくのかなというふう

にも思いました。 

 まずは今年度、１日に二、三回、必ず子どもたちが使う場面をつくるこ

とを全ての学校・クラスで実現していくのであれば、直接訪問して伝える

機会もありますでしょうし、事務局側で意思統一をして日常化に向けた後

押しをすることも一つの考え方としてあるのかなと考えておりました。 

 以上です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 
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 活用が進んでいるけれども、一方で、活用状況に関しては校種、学校、

教員間で様々であることから、研修の話も出ているように、課題として、

教員のスキル向上と、どの教員も一定程度のラインまでスキルを達成する

必要があるのではないかというご意見がありました。 

９月に、学校教育課が校長先生方とオンライン上でＩＣＴ情報交換会を

開催させていただき、私もその情報交換会をアーカイブで見ました。画面

を通しての感想になりますが、校長先生方がＩＣＴの中身を語るに当たっ

ても、個人差や知識の深さの違いがあることが分かりました。 

 ただ単に一つのことをよく知っているということではなく、デジタルと

今までやってきたことをハイブリッドでどう進めていくかについては、か

なり校長先生方にも温度差があるなというふうに思っています。 

 自分で端末管理することを子どもたちができているかについては、全て

の学校で自分のＩＤも含めて管理できるようにはなったが、一部、ＩＣＴ

機器を使うことが困難な子どもたちをどう支援しているかについては、あ

まり議論が及んでいない状況でした。 

 また、今、梅田委員からもありましたように、日々端末を使うという必

然性をどう生み出していくのか。それは授業の中で工夫していかなければ

ならないし、授業以外でも端末についてどのように捉えて議論を進めてい

くかについては、随分温度差があるなというふうに思いました。 

 今、各委員からいただいたご意見については、さらに議論を深めていき

たいと思っています。 

 課長から、各委員のご意見等についてお答えできる部分があれば、簡単

にお願いします。 

 

学校教育課長  教員のスキルの違いというところで、これまでもＧＩＧＡスクール構想

導入当時、県では先生方のスキルに応じた研修を数多く用意し、短い時間

でのオンデマンドでの研修を行っておりました。それに近い形で、本市と

しましても、ミニ研修というようなものを現在用意しながら、先生方のニ

ーズに応えてまいりたいと思っております。 

 また、先生方が放課後オンライン上で気軽に意見交換できるような場も

現在提供しておりますので、今後、ＩＣＴスキルの向上をどのように図っ

ていくかについては、先ほど頂戴しましたアドバイスを基に、考えてまい

りたいと思っております。 

 

教 育 長  いわゆる研修履歴というようなお話も出ましたけれども、国も教員のス

キルや研修実績を残していくという方向を示しておりますが、市ではまだ

取り組めておりません。単なる出席情報ではなく、研修を通じてどんなス

キルや知識を修得したか、ということが大切ですので、今後考えていきた

いと思います。 

 次は、ＩＣＴに関する、学校間、教員間の違いをなくすための方策につ

いて、ご意見をいただけたらと思います。 
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川村委員からお願いいたします。 

 

川 村 委 員  学校間、教員間の違いとして、まず環境面を挙げたいと思います。児童

生徒数が多い学校では特に、授業中にタブレットが使えなくなったり、エ

ラーが出ることがまだあります。これは国からの予算的なものもあるかも

しれませんが、もっと回線を強化し、何年後かにはデジタル教科書という

ものも見据えながら、子どもたちが授業を楽しめる環境づくりをお願いし

たいと思います。 

 また、資料にティーチングからコーチングへという言葉がありまして、

先生方が全ての子どもたちに同じように教え、自分の知識や技術を伝授す

るという、従来のよい形での学びはこれからも残していただくとともに、

これからの将来を見据え、子どもたちが未来を生きる力を身につけられる

よう、デジタル化に対応する必要があることを保護者向けにも周知し、Ｉ

ＣＴを進めていただきたいと思います。 

 というのも、保護者の中にはまだまだタブレットを使うことに賛否両論

がありますので、保護者もしっかり巻き込みながら、子どもたちとともに

一緒に前に進めるような教育をお願いしたいと思います。 

 また、具体例としてミドルリーダーの育成という言葉が載っていたんで

すけれども、ミドルリーダーの業務が先生方の負担になるのは、避けてい

ただきたいと思います。職員室の中で自然とタブレットに関してお互いが

情報交換し、教え合う環境づくりがもっとでき、先生方の意識改革が自然

に促せる環境づくりがどのような形でできたら良いかなと思いながらこ

のテーマを見させていただきました。 

 とにかく保護者も巻き込み協力を得て、先生方が何をすべきか、という

ものの明確な指標を出していただいて、動いていただけたらなと思いま

す。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 柳澤委員、お願いします。 

 

柳 澤 委 員  教育長が先ほどおっしゃったように、校長先生の間でも温度差があると

いうことは私もそう思います。最低限クリアしてほしい基準を明確にし

て、校長先生はじめ先生方にご理解いただくということが大事だと思いま

した。 

 これも教育長が率直におっしゃったんですが、いわゆる教員全てに対し

て研修履歴を残すということについて、この日のこの時間、出席しました

というのが研修履歴ではなく、そこでどんな技術、技能、スキル等を獲得

したかというアウトカムで研修成果を評価すると。自己評価でもいいんで

すけれども、客観的には毎週テストをやるとか、資格認定をやるとか、様々

な類型があると思います。例えば何々にログインして共同でディスカッシ

ョンできますといったものです。 
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 それから、川村委員もおっしゃったんですけれども、これまで先生方が

授業実践の中でディスカッションをやるときに、時間をかけて子どもたち

の意見を引き出していたのが、一斉にボタンを押して、そこに書き込むと

なると、子どもたちの中でどういう認識の変化があるのか。例えば早く意

見を出しさえすればいいと考える子どもがでてくるかもしれない。自分な

りにゆっくりじっくり考えて、人の意見も聞いてこうだろうなという学級

運営のありようが変わってしまう可能性があります。 

 だから、最低限の部分さえクリアすれば後は自由に授業実践してくださ

い、と先生方に任すのか、ベストミックスをそれぞれの学校で決めて個々

の学校モデルを立ててやっていくのがいいのか、色々な類型があると思い

ますが、本当に一律の教員像を求めるのか、より学校が伸びていくために

ＩＣＴをどう生かすのか、まだ私の中で解答が定まっていません。 

 そもそも、文科省から全国の小学校に１名専任スタッフを配置するとな

れば状況が変わると思うのですが。各学校がしんどい中でこれもやってく

ださいとなると、先生方の立場から状況改善に向けて動くところまでいか

ない気もするので、指導主事の先生方が学校に行き、状況も分かっておら

れるので、何とか先生方を励ますような取組で先生方の気持ちが前へいく

ようにしていただけたらと思いました。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 畑中委員、お願いいたします。 

 

畑 中 委 員  ＩＣＴを活用することによって、これまで授業づくりにかけてこられた

労力、コストが削減でき、先生方がＩＣＴの利用価値を見いだし、進んで

使っておられる方もいれば、まだ分からないと考えておられる先生も実際

いらっしゃるのかなと思います。 

 使い方自体まだご存じない場合もあると思いますので、様々なケースの

研修が大事になってくると思います。 

 それから、授業、教科によって、例えば小学校であれば、大画面を使っ

たほうが使いやすいという場合と、教科横断という考え方をしたときに、

例えば国語の先生が社会の先生の使い方を学ぶ等、先生方同士で授業の中

で使い方を学ぶ機会もあればいいのかなと思います。 

 それから、例えば子どもによっては発言するときに、言葉にするのは苦

手だけど、タブレットだと自分の考えを伝えられるという子どももいると

思いますので、子どもからタブレットの使い方を学んでいくような事例を

先生方が共有することで、タブレットの利用の仕方の差が縮まるのかなと

感じております。 

 以上です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 梅田委員、お願いします。 
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梅 田 委 員  ２点あります。 

 １点は、先ほども少し話に出ましたが、市の取組について、広報をしっ

かりしていくということはやはり大切ではないかなと思います。ＩＣＴを

活用した教育の方向性という意味での広報もそうですし、今も少し取り組

んではいただいていますけれども、各校の取組の具体というものが、ホー

ムページだけでなく、Facebook や Twitter、YouTube など見やすい媒体の

形でしっかり情報が動いていけば一番いいなと思いました。 

 もう１点は、先ほどから話にも出ておりますが、やはり校長のリーダー

シップという点についてです。 

 少し前に文科省主催の教育委員会の委員の研修会があり、その中の一つ

のテーマにＩＣＴが取り上げられておりましたが、文科省の様々なアンケ

ート結果からもこのＩＣＴの推進において一番影響が大きいのは、事務局

の進み具合と校長のリーダーシップだという話もありました。 

 そのリーダーシップをどのように進めていくのかについて、他市の取組

が検討された分科会では、各校長がチェックリストに基づき、定期的にチ

ェックすることで、それぞれの学校の進捗も明確に見え、今後の方向性も

持ちやすくなってきたという話も出ておりました。 

 学校の中で何をどのように動かすべきかは校長に全て責任があります

ので、方向性が明確に示されていると、校長がリーダーシップを発揮する

上で取り組みやすい状況になるのではないかと思いました。 

 教員のスキルだけでなく、３つのＤＸの進捗状況や学校の体制づくりが

どうなのかしっかり認識してバックアップをしていくこともこの学校間

の違いを少しでも埋めていくことにつながるのではないかなと思いまし

た。 

 以上です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 先程、学校間、教員間の違いについてのご意見がありましたが、私もア

ーカイブで全ての校長の議論を見ていますと、「うちの中学校はあまり進

んでいない」や「小学校ではＩＣＴの活用が進んでいるのに、中学校は受

験もあるのでなかなか従来型の授業から脱せていない」という認識のとこ

ろもありました。 

小中一貫で情報交換できるという奈良市の一番の強みが生かされてお

らず、９年間通して子どもたちをどう育てるのかということが小中一貫教

育を始めたテーマでしたが、その認識がこのコロナ禍の２年間で世界遺産

学習も含めて、少し後退しているように感じました。 

子どもたちを９年間の育ちの中でどう育てるのかということはこのＩ

ＣＴの計画にもあるわけです。先生がこのＩＣＴ推進のための協議に入っ

ているのか、という点では協議する機会が不十分だったようにも思いま

す。早急に組織して先生方としっかり練った計画になっていくように、改
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善していきたいと思っています。 

 それでは、最後に時間が少なくなりましたが、子どもたちの学習履歴を

どう生かしていくのかということで、データを用いた教育活動に取り組む

仕組みづくりについて、ご意見をいただけたらと思います。 

 川村委員からお願いします。 

 

川 村 委 員  先生方が個に応じた指導ができるという資料の表ですけれども、トータ

ル的に見てすばらしいアプリだと思うので、使っていただければとは思っ

ていますが、時間内に設問の順番に問題を解くという形のものが本当に子

どもたちの主体的な学びに通じるのか少し疑問に思っています。 

 また、機械でできることは機械ですべきですので、ＩＣＴ化が進むこと

によって、人でなければできないことに先生方には力を注いでいただきた

いなと思います。それが子どもたちを育てる原点だと思います。 

 紙ベースのものをスキャンして取り入れたものをロイロで活用するこ

とも可能だと思いますので、タブレットとアナログを併用した授業をつく

っていただくことが、子どもたち一人一人の個性を生かせる学びにつなが

ると思っています。 

 それを踏まえた上で事務局内の組織体制の拡大やデータ活用について

は、これから様々なご意見をいただくと思うのですが、保護者としては、

子どもたちが自らできることを発見し、楽しいと思える授業がこのＩＣＴ

化で進んでいったらいいなと思っています。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 柳澤委員、お願いします。 

 

柳 澤 委 員  私もこの図を見て、先生方によって本当に差が出てしまうなと思いまし

た。単に出てくるデータを眺めているだけでなく、そこから積極的に働き

かけるというところは本当に先生方の力量になると思いました。 

 そして、いわゆる教育データ、子どもたち側からの言い方だと学びの獲

得のプロセスということになるかと思うんですけれども、結果だけ見る教

育データだけだと、先生方から見た子どもの捉え方になるので、自分の成

長を彼らなりに可視化できるかどうかというところが大事かなと思いま

す。 

 ただ、こういう改革をやろうとすると大体１．５倍ぐらい通常業務を切

り替えていくわけで、一般にはこの先５年程度は業務が増えてしまう前提

で物事を見たほうがいいだろうと思います。 

 また、学習履歴というのは、先生方にとっては成績管理ですが、子ども

たちから見ると成長記録です。 

 これは大学であっても非常に難しいんですけれども、デジタルポートフ

ォリオをやってみた時、大学生だとカリキュラムを自分で組むので、この

成果でこんな力を獲得したというふうにポートフォリオ化しやすいんで
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すが、もう既に学習指導要領が決まっていて、それに基づいて力をつけた

かというポートフォリオは、なかなか創造性に欠けるような形にならざる

を得ないと思いますが、子どもたち一人一人に対応した、ポートフォリオ

を組み上げていくことで、小学校卒業時、中学校卒業時にＩＣＴの成果が

見えるわけです。 

 それは今できなくてもいいんですが、子どもたちの学習履歴をどう活用

するかを視野に入れて最後は進んでいくべきだと思います。そういう観点

から、どのように先生方の意識改革に向けていくかが大事だと思います。 

 そういった意味で、先生方から見た学びと子どもたちが感じた学びの記

録が両方で残るようなデータの集め方がいいと思いました。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 畑中委員、お願いいたします。 

 

畑 中 委 員  ＩＣＴの活用によって様々なデータが蓄積される中で、短期的に利用す

べきデータと長期的な視点で利用すべきデータが今後さらに蓄積されて

いくと思います。 

 例えばＡＩの学習ドリルを使って子どもたちの結果データを見るとき

にも、これ以上はＡＩではできないというところをどう乗り越えていく

か、そこから先は先生が力になってくると思います。同じ間違いをしてい

ても、指導やヒントの出し方は子どもそれぞれ異なりますので、まさに先

生方の力が発揮されるところかなと思います。 

 あとは、先ほどアカウントの話もありましたけれども、子どもたちにと

っても自分の成長の記録が残るのは非常に魅力のあることだとも思いま

す。データの中にはもちろん保護者と一緒に共有していく部分も多いと思

いますが、あまり先生方がそのデータに縛られないというか、どの場面で

データを取得しどのように活用するか、今後その部分を深めていくという

のはとても大事なことだと思います。 

 以上です。 

 

教 育 長  ありがとうございます。 

 梅田委員、お願いいたします。 

 

梅 田 委 員  学習履歴を見ることによって本当にたくさんのことが見えてきますけ

れども、活用の一つとして、子どもと保護者に返せるものもあると思いま

す。いわゆる個票の形で見えてくるものを、例えば懇談時に学習状況とし

て保護者と子どもに返すことで、子ども自身の強みを分かりやすくかみ砕

いてデータで提示して納得してもらうことは、一番早い活用の仕方だと思

いますし、保護者にとっても、ＩＣＴを使うことによるメリットを感じて

もらえるのではないかと思います。 

 その上で、子どもたちの学習履歴をどのように見るかですけれども、例
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えば宿題の学習記録を見て、子どもの学習時間やつまずき具合を把握し

て、宿題の量が適切であったかチェックしたり、問題の理解度定着のため

の材料として使うこともできます。 

 また、クラス全体の傾向を把握したり、教員の指導が適切だったか確認

するためにも使うことができます。様々な活用が考えられますので、教員

の研修等でスキルを獲得し、積み上げていくということがこれから求めら

れてくるんだろうなと思います。非常に膨大な量ではありますが、できる

だけ早く、子どもと保護者に一つずつ成果を返していくことが一番必要か

なと思います。 

 

教 育 長  ありがとうございました。 

 奈良市は施策として、現在、学校にＱｕｂｅｎａというデジタルドリル

を導入しています。また、これに先駆け、市独自で民間企業とコラボして

作り上げた「学びなら」も導入し、今年度も使っています。そして、「学

びなら」においては、ここ数年、大阪大学の大竹先生にデータ分析に関わ

っていただいておりますが、今、データから分かってきているのは、終わ

りの会でやったもの、自宅学習でやったものを、次の日、授業の最初５分

か１０分それを取り上げたという学級と自宅学習等の内容を取り上げな

い学級とでは学力の定着度が違うということです。 

このＱｕｂｅｎａにおいても、今は使用させるところに目が向けられて

いますが、各委員のご意見にもあるように、教員がどのようなスキルや視

点でそのデータを見て、活用できるのかについては、今後、しっかり検討

していきたいとい思っています。 

 また、見える化についてはなかなか難しいですが、どんな情報を保護者

と子どもに出していくのか。単に今までの点数を一覧表にしてアウトプッ

トするということは技術的にできますが、学びの履歴をどのように見える

化させるかということは、非常に工夫がいるかなと私も思っています。 

今日いただいたご意見を踏まえ、また議論を行い、お示ししていきたい

と思っています。今日は少し時間がオーバーしましたが、十分協議をいた

だいたと思います。学校教育課では、今日いただいたご意見を踏まえ、も

う一度改めて協議してもらいたいと思っています。 

 それでは、今日はありがとうございました。協議はこのあたりで終わり

たいと思います。 
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教 育 長  それでは、これより非公開の案件に入らせていただきます。 

  

非公開案件  この審議は、奈良市情報公開条例第２９条第２号の規定により非公開と

する。 

子ども政策課長 教育長報告（１）「市立幼稚園の再編実施方針について」、子ども政策課

長より概要説明。 

 

   ＜異議なし＞ 

 

 本件については、原案通り了承された。 

 

一条高等学校事務長 議案第２８号「奈良市立高等学校等における授業料等に関する条例の一

部改正について」一条高等学校事務長より概要説明。 

 

   ＜異議なし＞ 

 

 本件については、原案通り可決した。 

 

教 育 長  これで本日の全ての案件は終了いたしましたが、他に何かご意見、ご連

絡等ございませんでしょうか。 

 次回定例教育委員会の日程をお伝えいたします。 

 １１月の定例教育委員会は１１月２５日（金）午前１０時より予定をし

ております。よろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして、本日の教育委員会を閉会といたします。

どうもありがとうございました。 

 

 


